
官

庁

報

告

１

水
先
人
試
験
を
行
う
期
日
及
び
場
所
、
受
験
申
請
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
並
び
に
合
格
発
表
日

一

他
の
水
先
区
の
一
級
水
先
人
の
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
試
験

イ

筆
記
試
験

水
先
区

期
日

場

所

受
験
申
請
書
提
出
先

受
験
申
請

書
提
出
期

限

合
格
発
表

日

秋
田
船
川
水

先
区

令
和
八

年
十
二

月
二
日

東
北
運
輸
局
（
宮

城
県
仙
台
市
宮
城

野
区
鉄
砲
町
一
番

地

仙
台
第
四
合

同
庁
舎
）

東
北
運
輸
局
海
上
安
全
環
境
部

船
員
労
働
環
境
・
海
技
資
格
課

（
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
鉄

砲
町
一
番
地

仙
台
第
四
合
同

庁
舎

郵
便
番
号
九
八
三

八

五
三
七
）

令
和
八
年

十
一
月
十

日
（
郵
送

に
よ
る
場

合
は
、
十

一
月
十
日

必
着
）

合
格
発
表

日
は
、
地

方
運
輸
局

よ
り
通
知

す
る
。

新
潟
水
先
区

令
和
八

年
十
二

月
二
日

北
陸
信
越
運
輸
局

（
新
潟
県
新
潟
市

中
央
区
美
咲
町
一

丁
目
二
番
一
号

新
潟
美
咲
合
同
庁

舎
二
号
館
）

北
陸
信
越
運
輸
局
海
事
部
船
員

労
働
環
境
・
海
技
資
格
課
（
新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
一

丁
目
二
番
一
号

新
潟
美
咲
合

同
庁
舎
二
号
館

郵
便
番
号
九

五
〇

八
五
三
七
）

備
考

筆
記
試
験
は
、
受
験
申
請
書
に
添
付
さ
れ
る
健
康
証
明
書
に
よ
り
実
施
す
る
身
体
検
査
に
合
格
し
た
者
に

対
し
て
行
う
。

国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

皇
室
事
項

令和年月日 月曜日 第号官 報

衆

議

院

質
問
書
提
出

十
月
十
五
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

政
府
提
出
の
「
消
費
税
・
支
援
金
法
案
」
に
関
す
る
質

問
主
意
書
（
田
村
智
子
外
三
名
提
出
）

内

閣

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
井
比
早
之

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

同

藤
井
比
早
之

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
以

上
十
月
十
五
日
）

青
柳

清
美

青
山

郁
博

秋
葉

敏
夫

秋
元

禮
子

朝
比
奈
博
光

阿
部

二
導

網
田

郁
雄

伊
澤

哲
夫

石
川

之
雄

石
川

祿
郎

石
黒

幸
枝

磯
野

英
章

伊
丹

清

一
岡

升
登

市
川

利
治

一
木

道
子

伊
藤

勝
男

井
上

良
二

岩
泉

達

上
島

徳
夫

梅
田

武

遠
藤

拓
二

及
川

貢

大
石

政
志

大
久
保
明
彦

太
田

英
弘

大
野

憲
三

大
野

公

岡
田

健
彦

岡
田

弘
子

岡
山

辨

小
川

和
郎

小
川

靖
男

奥
田

貞
三

奥
間

俊
信

小
野
寺
治
也

角
石

富
惠

春
日

明

片
岡

信
雄

片
桐

靖

片
山

肇

加
田

達
也

加
藤

勝
彦

苅
米

恒
夫

川
上

愛
男

河
村

恭
子

菅
野

昭

菅
野

哲
男

北
谷

俊
哲

北
山

光
孝

城
所

郁
雄

木
村

重
幸

金
城

盛
善

楠
本
田
鶴
子

工
藤

究

工
藤

泰
則

久
保

充
清

熊
谷

慧

黒
田

勝

剣
持

千
秋

小
池
榮
一
郎

小
池

武
夫

小
清
水
忠
男

小
場

聰
男

小
林

政
昭

小
松

康
文

小
山

弘
雄

小
山

長
壽

西
條

雅
夫

藤

守

境
谷

實

榊
原

宗
文

嵯
峨

忠
一

櫻
井

純
子

佐
藤

昭
夫

〇
叙
勲

岡
庭

明

金
子

信
男

長
門

孝
則

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

秋
山

泰
則

今
井

重
信

中
村

一
也

比
屋
根
方
次

山
野

一
郎

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
尻

繁

市
原

鶴
枝

市
山

昭
義

岩
澤

桂
治

内
田

和
雄

大
山

亮

小
貫

良
巳

川
北

壽
麿

清
住

隆
幸

葛
原

昇

熊
田

長
宜

栗
原

洋
子

齊
藤

實

清
水

一
男

下
田

一
甫

菅
村

哲
仁

須
田

幸
宏

津
出

悦
男

手
塚

誠

戸
丸

佑
一

中
島

信
幸

野
澤
忠
一
郎

野
沢

眞

久
田

浩
平

深
津

博
也

望
月

藤
雄

守
屋

幸
彦

柳
田

昭

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

安
部

文
侑

池
本

雅
也

磯
田

昌
三

大
内

弘

上
村

和
明

北
山

清
種

清
藤

重
信

熊
田

照
男

小
林

和
麿

小
松

登

末
永

統
一

高
辻

幸
守

中
谷

五
郎

永
窪

啓
治

伯
野

幸
次

水
澤

正
明

水
口

武
彦

村
田

善
之

渡

良
禎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

佐
藤
作
太
郎

更
家
盛
一
郎

重
野

芳
章

柴
田

正
郎

島
原

洋
子

下
地

惠
治

下
村

一
夫

菅
井

徹
郎

杉
田

勝
利

杉
原

純
治

鈴
木

貞
夫

鈴
木

節
子

鈴
木

利
男

鈴
木

文
典

鈴
木

増
一

副
島

良

高
橋

正
一

高
畑

浩
三

武
井
富
喜
雄

竹
内

勇

竹
田

忠
夫

竹
田

基

竹
本

健

多
氣

喜
三

田
島

昭
子

田
中

一
正

田
中

久
雄

附
田

守
弘

柘
植

孝
一

辻
川

信
孝

手
嶋

康
夫

時

日
出
男

徳
重

寛
吾

徳
田

和
睦

泊

英
敏

土
肥

一
郎

中
島

正
勝

中
曽

邦
輔

中
野

大
猛

中
野

幸
夫

中
山

雅
雄

長
澤

八
郎

西
岡

三
郎

西
澤

享
良

日
塔

章
彦

野
崎

彰

野
村

邦
男

長
谷

博
明

林

郁
夫

東

紀
朗

日
高
慶
一
郎

平

康
市

平
井

昭
臣

平
手

勝

蛭
牟
田
長
治

藤
井
千
代
喜

藤
井

正
昭

藤
田
美
代
子

堀
江

睦
子

本
藤

忠

前
川

朝
文

松
浦

英
夫

松
尾

秀
保

松
元
登
美
子

松
本

文
隆

丸
山

昌
吾

水
間

福
一

溝
口

登

三
谷

明
義

宮
崎

雄
次

村
井

英
之

森

俊
彦

森

富
保

森
田

和
彦

安
島

均

山
岡

泰
三

山
際

紀
雄

山
崎

友
治

山
下

桂
一

山
下

知
已

山
田

輝
男

山
梨

和
夫

山
本

邦
彦

山
本

テ
ル

結
城

公
昭

吉
田

嗣
正

若
槻

忠
臣

鷲
野

章

渡
辺

和
則

渡
部

朝
明

和
田

莊

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

青
井

清

加
藤

正
義

嶋
村

邦
重

白
川

孝
久

永
田

祐
造

野
田

安
弘

三
河

玲
子

吉
尾

保

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
月
一
日
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
青
森
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て

い
る
第
八
十
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
御
臨
場
、
併
せ
て

地
方
事
情
を
御
視
察
の
た
め
、
十
月
十
日
午
前
九
時
二
十

一
分
御
出
門
、
同
県
へ
行
幸
啓
、
同
月
十
一
日
午
後
七
時

三
十
一
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
十
月
十
五
日
午
前
九
時
二
十
分

御
出
門
、
Ｇ
Ｅ
Ａ
国
際
会
議
二
〇
二
六
「
Ｇ
Ｘ
に
よ
る
成

長
投
資
を
通
じ
た
地
球
環
境
へ
の
貢
献
〜
持
続
可
能
な
未

来
実
現
に
向
け
た
統
合
的
取
組
の
戦
略
的
推
進
〜
」
開
会

式
に
御
臨
席
の
た
め
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
港
区
）

へ
行
幸
啓
、
午
後
零
時
二
十
三
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

国

家

試

験

水
先
人
試
験
の
施
行

水
先
人
試
験
の
施
行
に
つ
い
て
、
水
先
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
運

輸

省

令

経
済
安
定
本
部
令
第
一
号
）
第
十
一
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲


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